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南丹市営バス運賃の見直しについて 

 

１ 旅客の区分 

(1) 大人 次の(2)を除く中学生以上の者 

(2) 市内大人 南丹市内に住所を有する中学生以上の者及び南丹市内に立

地する学校教育法第1条に規定する学校に在籍する中学生以上の者であっ

て、かつ、南丹市市営バス割引パスに関する取扱要綱の規定により、南丹

市市営バス割引パスの交付を受けた者 

(3) 小人 次の(4)を除く小学生以下の者 

(4) 市内小人 南丹市内に住所を有する小学生以下の者で割引パスの交付

を受けた者 

 

２ 運賃の種類及び額 

旅客運賃の種類 旅客運賃の額 

普通旅客運賃 大人 別表①に規定する額 

市内大人 別表①に規定する額の半額 

小人 別表①に規定する額の半額 

市内小人 別表①に規定する額の4分の1の額 

定期旅客運賃 大人又は市

内大人 

別表②に規定する額 

小人又は市

内小人 

別表②に規定する額の半額 

割引旅客運賃 普通旅客運賃、定期旅客運賃の5割引 

回数旅客運賃 

(11片回数券) 

券面表示額を10倍した額 

特別旅客運賃 

(1日券) 

1,500円とする。 

 

資料１ 
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別表① 

南丹市市営バス料金表 

(1) 園部町ゾーン 南丹市園部町の区域 

(2) 日吉町ゾーン 南丹市日吉町の区域 

(3) 美山町ゾーン 南丹市美山町の区域 

(4) 京北町ゾーン 京都市右京区の区域 

(5) 和知町ゾーン 船井郡京丹波町の区域 

(単位：円) 

    
園部町ゾーン 

   
日吉町ゾーン 600  

  
美山町ゾーン 600  900  

 
京北町ゾーン 600  600  900  

和知町ゾーン 900  600  900  1,200  

1 ただし、同一ゾーン内の乗車は300円とする。 

 

別表② 

(単位：円) 

基準運賃 通勤 通学 

    

 期間 1箇月 3箇月 6箇月 1箇月 3箇月 6箇月 

300 6,300 17,960 34,020 5,400 15,390 29,160 

600 12,600 35,910 68,040 10,800 30,780 58,320 

900 18,900 53,870 102,060 16,200 46,170 87,480 

1,200 25,200 71,820 136,080 21,600 61,560 116,640 

1 ただし、市内大人又は市内小人であっても基準運賃に半額又は4分の1の額を

適用しないものとする。 

2 通勤定期は、1箇月を基準運賃×21日×2(往復)の半額により算出。通学定期

は、1箇月を基準運賃×18日×2(往復)の半額により算出。3ヶ月はそれぞれに

×3の95％、6か月は×6の90％により算出。(10円未満切り上げ) 
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南丹市市営バス割引パスについて 

 

(割引パスの交付資格) 

１ 割引パスの交付を受けることができる者は、南丹市内に住所を有する中

学生以上の者、南丹市内に立地する学校教育法第1条に規定する学校に在籍

する中学生以上の者及び南丹市内に住所を有する小学生以下の者とする。 

(利用範囲) 

２ 割引パスの利用できる範囲は、南丹市市営バスの路線とする。 

(割引パスの有効期間) 

３ 割引パスの有効期間は、発行日より起算して3年間とする。ただし、更新の

場合にあっては、期間終了日の翌日を起算日とする。 

(割引パスの手数料) 

４ 割引パスの交付の手数料については、南丹市手数料徴収条例に定めるとこ

ろによる。 

 

表面 

南丹市市営バス割引パス №          
 

 氏  名 

生年月日 
 

年  月  日まで有効 

 
 

  年  月  日発行      南丹市 

裏面 
注意事項 

 

１ 運賃支払い時にこのパスを提示しないと、運賃半

額の適用を受けることはできません。 

２ このパスは他人に貸与し、又は譲渡することがで

きません。 

３ このパスは南丹市市営バスのみで利用でき、ぐる

りんバス等では利用できません。 

４ パスを不正に使用した場合又は交付を受けた者以

外の者にパスを使用させた場合等は、このパスを返

還しなければならず、その行為があった日から５年

間交付されません。 
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運賃試算について 

 

 

 

※８月の乗降データにより、「北（かやぶきの里）～日吉駅」、「北（かやぶ

きの里）～園部駅」の利用のみ市民以外（観光利用）と想定して算出したと

ころ、新規運賃は現行運賃の８２％になることが予想される。 

 


